
巻頭言「マルチステークホルダーモデルが創り出す新しい社会に期待」

　インターネットは、多様な技術と多様な組織が構築・運用する物理資源を相互に接続し、地球上に共
有のデジタルインフラストラクチャーを構築した。インターネットはそれ自体がシェアリングエコノ
ミー型だったとも言える。地球を取り囲むこのグローバルなデジタル空間には、多様なコミュニティが
形成され、国境を含む地理的制約を受けることなく、個人が自身の意志で自由にインターネットを利用
することが実現されなければならない。
　ごく初期のインターネットユーザーは、互いの信頼を前提とする技術者を中心としていたが、イン
ターネットの拡大・成長とともに、さまざまな技術者、さまざまな利用者がかかわるようになり、不
適切な目的でインターネットを利用する個人や組織も現れるようになった。このような状況に鑑み、
DFFT（Data Free Flow with Trust：信頼性のある自由なデータ流通）が日本から提唱された。“Trust”
の定義はまだ定まっておらず、その実現に関する厳密かつ適切な工程も未設定ではあるが、DFFTは、
現在だけではなく今後の世界・地球上で展開される社会・経済活動の持続的成長にとって、必須である
ことは間違いない。
　2020年から世界中で急拡大したコロナ禍は、これまで見えにくかった、グローバル社会の多くの問
題を顕在化させた。そして2022年には、ロシアのウクライナ侵攻によって、さらに多くの深刻な問題
が浮き彫りになった。
　これらの問題によって、世界中の人々が、インターネットの重要性を認識し、新しい時代のデジタル
インフラを構築しなければいけないことを理解すると同時に、社会のさまざまな面で分断が進行してい
たことも把握し始めた。我々は、日本国内だけでなく地球の課題・問題を、世界の人々と協力して解決
していかなければならない。
　議論しなければならないのは、地上だけではなく、いよいよ海洋や宇宙を含む、まさに地球という物
理空間でありインターネットが展開する国境も超えたデジタル空間である。我々は、この新しい課題
を、「マルチステークホルダー」間での「自律分散協調」によって解決し、持続的成長と発展・進化を
可能にする社会を創り出さなければならない。いわば、インターネット遺伝子によって進化する社会で
ある。
　2023年には、インターネットに関連するいくつかの重要な世界会合が日本で開催される予定であ
る。3月には横浜で日本としては4回目の開催となる第116回IETF（Internet Engineering Task Force）
会合、6月には広島でG7、9月には京都でAPNIC Meeting、さらに10月には京都でIGF（Internet
Governance Forum）が開催されることになっている。特に、IGFの日本での開催は初めてであり、日
本から世界へメッセージを打ち出す絶好の機会となるだろう。
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［インターネット白書ARCHIVES］ ご利用上の注意

このファイルは､ 株式会社インプレスR&Dおよび株式会社インプレスが1996年～2023年

までに発行したインターネットの年鑑『インターネット白書』の誌面をPDF化し､ ｢インター

ネット白書ARCHIVES｣として以下のウェブサイトで公開しているものです。

https://IWParchives.jp/

このファイルをご利用いただくにあたり、下記の注意事項を必ずお読みください。

● 記載されている内容（技術解説、データ、URL、名称など）は発行当時のものです。

● 収録されている内容は著作権法上の保護を受けています｡ 著作権はそれぞれの記事の

著作者（執筆者、写真・図の作成者､編集部など）が保持しています。

● 著作者から許諾が得られなかった著作物は掲載されていない場合があります。

● このファイルの内容を改変したり、商用目的として再利用したりすることはできません。あくま

で個人や企業の非商用利用での閲覧、複製、送信に限られます。

● 収録されている内容を何らかの媒体に引用としてご利用される際は、出典として媒体名お

よび年号、該当ページ番号、発行元などの情報をご明記ください。

● オリジナルの発行時点では、株式会社インプレスR&Dおよび株式会社インプレスと著作

権者は内容が正確なものであるように最大限に努めましたが､すべての情報が完全に正

確であることは保証できません｡このファイルの内容に起因する直接的および間接的な損

害に対して、一切の責任を負いません。お客様個人の責任においてご利用ください。
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